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　高校のときイベント企画運営団体をやっていました。それ
こそ1万3000人を代々木第1体育館に呼ぶことが、私達の目
的みたいなところだったんですよ。人を集めることが良し
だったので、それを思うとコロナっていうのを考えるとだい
ぶ悔しいところがあります。でもFuelwaでは、やっぱり参加
しているメンバーの関係性がしっかりできるんで、今の人数
がちょうどいいっていうのもあるんで、そこの楽しさはまた
違ったものとしてあります。規模感は、今がちょうどいいか
なって。というのも、人が増えすぎてしまって、久しぶりに
会った時に誰も知らないっていう状況はそんなに作りたくな
いっていうのがあって。
　やっぱり密な関係を作ってもらいたいっていうのはすごく
あります。コミュニティで何万人会員にしますとかそういう
のではないのです。数万人の若者イベントはいつでもできま
すが、今ではないと思っています。

貢献できる規模と距離感を
どうキープするかを考えている

　浅草に構えた理由は、シェアアトリエをいろいろ出してい
る不動産会社さんがあったんですね。そのうちから、1年目の
クリエイターを応援しますよみたいな、企画書を出してくだ
さいっていうのがありまして。その不動産会社さんがリノ
ベーションなども含め応援してくださる会社さんだったので
この場所を選びました。他の階に入居されてる方とも距離
感が結構近くて、2階もドアで仕切られてないので、フラッと
「お久しぶりです、最近どんな感じですか？」みたいなので
いろいろ相談に乗ってくださったりとか。
　浅草っていう場所もあるので何かイベントを開いたりだと
かということを考えています。あと浅草は工場であったり、
ファッションの方でいうと革屋さんも多いので、ものづくり
の街だからいろいろこっちも動きやすいんじゃないかってい
うのもあります。
　主要メンバーはそれぞれ違う場所でも働いているので、
全員が揃うのは土日です。他のメンバーはふらっと遊びに来
てくれている状況ですね。Fuelwaはとにかく集まってやっ
てみようのところからスタートしてしまったので、明確な目
的っていうのがちょっとしばらくなかったんです。運営側で
共有しているのは、『豊かな時を纏う』というテーマです。
物だけじゃなくて、どういう時間を過ごせるのかみたいなと
ころをフォーカスしています。

浅草に拠点を構えた理由は
不動産会社と街の応援体制にある

　活動を広げていくのは、私の中ではSNSが結構大事だっ
ていうのは思ってます。私が今メインで動かしているのは
Twitterなんですけど、そこでいかにいろんな人に見てもら
う機会を作るかとか、それが広まるようにするか、継続的に
私達のことを見たい、フォローしたい、とにかくストックして
おこうって思えるきっかけをいかにして作るか。企画とかで、
例えばリノベーションのこんなお出かけスポットありますみ
たいなのをひたすら発信していったりとかっていうことで考
えてますね。 

共感の輪を広げる手段はSNS
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ISSUES 03
目的を緩く設定した偶発的な繋がりを
生産活動に活かすには？  

これから若者に選ばれる組織・空間・街と
そうでないものと違いは何か？  

リアルに限らない
新しいコミュニティの形とは？

Extreamer Interview

20代前半のクリエーターを中心としたコミュニティ
チーム。
桑沢デザイン研究所のスペースデザインコースや文化
服装学院のメンバーが中心となり、2020年に結成。
スペース、イベント、ファッション、プロダクトデザイ
ナー以外にもフォトグラファーやサイエンスを学ぶ学
生、画家など多様性のあるコミュニティだ。「同じ歳のデザイナーだったりクリエイターとかを目指して
いる子たちとの会話の回数がすごく減ってしまったり、みんなが今何してるのかっていうのが全然わか
らないっていう状況の中で、じゃあせっかくだからそんな人たちをそれぞれ集めて、みんな今何やって
るのとかどんなことを目指してるんだっていうのを共有できるコミュニティがあったらいいなっていうと
ころから、Fuelwaの1回目が始まりました。」と片桐さん。
片桐さんはイベント企画運営団体で副代表を務めるなどし、桑沢卒業後『engivy』『Fuelwa』を立ち
上げ、Fuelwaでは運営、企画や空間系のデザインを担当する。高橋さんは多摩美術大学美術学部絵
画学科油画専攻卒。平面、立体共に作品を制作。自身の身体的、社会的なルーツをテーマとして扱う。
Takumiさんは、文化服装学院卒業後、服の型紙を作る「パタンナー」として仕事をしている。
コロナの時代に20代前半を過ごす彼らに今想うこと、これからのことなどを赤裸々に聞いた。

20代前半を生きる
若手クリエーターたちのコミュニティの作り方

Takumi氏
片桐  結氏 高橋  ランディ氏
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